

























































































































































問1−1 問1−2 問1−3 問2−1 問2−2 問2−3 問2−4 問3 平均
スマホ群 0.33 0.10 0.30 0.47 0.67 0.27 0.02 0.53 0.36












問1−1 問1−2 問1−3 問2−1 問2−2 問3−1 問3−2 問3-3 問3-4 平均
スマホ群 0.87 0.87 0.83 0.93 0.90 0.93 0.90 0.90 0.60 0.86









































































6月14日 6月28日 7月5日 7月12日
音あり 音なし 音あり 音なし 音あり 音なし 音あり 音なし
人数 6 5 6 5 4 5 6 5
問題数 8 5 9 12
平均
正解数
3.83 4.80 3.33 3.40 8.50 6.60 10.66 9.80
平均
正答率
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実験において用いたテストの一部を以下示す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
番号：　　　　　　　　　　○で囲む：　スマートフォン／ノート
問１
BGMがもたらす作業・暗記への影響について調査・研究を行った発表である。下記の文章
の①（　　　）～④（　　　）に当てはまる適切な語句を選択肢の中から選び記入しなさ
い。
本研究の目的は、普段音楽を聴きながら作業をしている被験者と、そうでない被験者に①
（　　　　　　　　　　）および、②（　　　　　　　　　）をさせたとき、音楽を流す条
件と流さない条件では、③（　　　　　　　　　　　）量および、④（③と同じ）に対す
る情意的反応に関して、どのような違いがあるのかを検討することである。
①　および②　学習課題　／　作業課題　／　記憶課題　／　練習課題　／　応用課題
③　と　④（③と④は同じ語句が入りますので、③の方にのみ答えを記入してください。）
知識・文章　／　理解・記述　／　作業・記憶
問２
本研究では、実験を２回行いました。その際、普段音楽を聞きながら学習している被験者
の群と、普段音楽を聞かないで学習している群の、２つの群に分けて比較しましたがその
群の名目を記しなさい。
（　　　　　　　　　　）群と、（　　　　　　　　　　　）群
問３
実験の考察について答えなさい。
個人差はあるが、（　　　　　　　）群では音楽提示条件時の方が作業率が（　　　　　）
し、（　　　　　　　　　）群では、音楽非提示条件時の方が作業率が（　　　　　　　）
する。
【自由記述欄】
感想など自由に記述してください。（テストの点には一切影響しません。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
